
る。そしてそれ以上に.一般的な形態として意識さ

れるようにfj:った陰陽師の親子代理というあり方が,

本来それをしてはいけないはずの場面にさえも進出

してきたことを物語っているともいえるのである。

さて,このように親子代理が行われる儀礼はこの

時卿こ.拡大の一途をたどったのであるが,とい・'て

陰陽寅の無官としての秩序が全くないがしろにされ

てしまったわけでもない。なんといっても.令制の

タテマ工はさまざまな局面で根轟く残っていたし,

陰陽師の官歴も基本的に陰陽無に関するポストを中

心にしていた。また陰陽頭となった人にとっては,

従来の原則を守ることによって,自らが道の第一人

者であるという事実を誇示できた面もあるからであ

るO

建久9 (1198)年.珪位してまもない後鳥羽上皇

は,新造の二条殿へ邸宅の移徒を行った.反間をつ

とめた陰陽師は陰牌頭の賀茂宣意であったか,その

様子は「衆人のE]を驚」かすものであった(r仙洞・

御移徒部類吾aJI第十三所収r書記J建久9 (1198)

年4月21日桑)。宣憲はそのとき89歳の高齢で,歩

行も困難な状態であったため.息子である宣平と俊

平が,両側から支えて,かろうL,て反間を遂行した

というのである。この光景を見た藤原経房は,もし

呈窓が出仕に堪えないのならば,辞する.か,または

代理をたてるペきだとの感想をいだいた。しかしそ

れでも宣宜にしてみれば,陰陽頭である自分がどう

してもこの反閏をつとめたかったということなので

あろう。

かつて戦乱のさなか.公革が乱れがちだった頃に

は.たとえば安徳天皇の行幸の反間で.陰陽頭在意

が病と称して参ぜず,その子である陰陽権助済愚が

奉仕したこともあった(r書旨己j真相元年6月10日

桒)。しかし秩序がいちおう回復し,新しい院政の

開始軌こ相当するこのような機会にあたIDて,陰陽

頭が反間を奉仕するのが当然という意鼓がふたたび

勝になってきたと想像することも,また可能であ

う1,

*tr(

陰陽師は技術官僚であり,陰陽嚢の関係者として

朝廷に仕えるという原則は. 12世紀後半においても

根強く残っていた.その一方で陰陽師は,不都合が

生じたときに子に代理をさせることが当然ともみな

されるようになった。また陰陽師にとっても.いざ

というときに代理をつとめられるように子を育成し

ておくことが必要であ->た.その結果として,本来

は陰陽無官としての立場で出仕すべき場合でも,来

宮についていない子の陰陽師が代理をつとめるケ-

スが目立つようになった。このことは,ひとつには

当該時期が政治・社会の混乱期だったためである.

しかし,陰陽道賀茂氏・安倍氏におけるイ工の形成

や,技能・地位の絶承など家産辞負制の-環として,

親子を中心とする一家が,仕事を引き受ける単位と

とらえる認識が,徐々に一般化す_るようになったこ

とが,その主たる要因であると考えられる.

近世イギリスにおける権力と儀礼

the Triumph of Honourに見る

テA -ダ-王朝の君主故理念-

井　内　太　郎

は月r.if=

本軌幻501年にイングランドの皇太子7-サ-と

スペイン(アラゴン王国)の王女キャサリンとの始

婚式に先立って行われたキャサリンのロンドン入市

式を取り上げ,そこから読みとれるチューター王朝

の君主救援金を明らかにすることを目的としている.

テA-ダー王朝は1485年にへンリセ世により開祖さ

れたものの,当時さまざまな問街を抱えていた。同

王家自体が傍系であり王位地車の正統性の問題を抱

えていたし,国内の政情も必ずしも安定した状況に

はなく.また国帝的に見てもイングランドはいまだ

二流国のままであったOその意味で当時の韓国スペ

インと結婚政策を通じて政治的関係を強化すること

は,敵対国フランスに対抗するために必要な持田で

あったし,また国内外に王権の正統性や王国として

の威信を誇示する絶好の機会でもあ19た.したがっ

て.国王政府がこの結婚式の院に国内外の要人をロ

近世イ+蝣'蝣;スにおける権力と儀礼(井内) 169

tosho-seibi-repo
長方形

tosho-seibi-repo
長方形



ンドンへ招待し,厳かなロンドン入市式.宮廷内で

の盛大な祝宴,馬上槍試合など-大イヴェントを挙

行したことの意味も,単なる祝祭以上の重要な政治

文化的意味を持っていたのである。

さて,このロンドン入市式を巡19て,古くはW.

ウイッカムをはじめとする演劇史家により,その

ページェントを16世紀における演劇の発展過程の中

で位毘づける試みが為されてきた。その後, E.カ

ントログィッチやF.イエイツ, Rストロングらの

仕事を契機として,そこに王権の衰象,王権の象故

性を見出そうとする研究が現れてくる.また最近で

は王権と都市の関係に注目し,この人市式の準備に

主体的に関わった都市民の側が,人市式をいかに捉

え,どう我がものとして利用しようとしていたのか

を分析する研究も現れてきつつある。もちろん,こ

れらの研究視角は相互に連関性を持つものであるが,

紙幅が周られているので,おもに第2の視点,すな

わちロンドン入市式に見られる王権の象徴性の問題

を検討しながら,そこからテモーダー王朝の君主政

理念を読みとってみたい。

I　国王のnンドン入市式

まず国王にとって入市式の持つ意味について簡単

に確認しておこう.入市式とは国家儀礼の一つであ

り.戴冠式や葬送儀礼などと同様に重要な儀式であ

り,ページェントを伴う盛大な式典であった。元来

は王の都市入軌こ際して行われたが.それだけでは

なく.王族の結婚式や凱旋の際にも執り行われたO

入市式そのものは,まず1189年のリチャード一世の

戴冠の軌こ行われたと言われているが.ページェン

トを伴う入市式を史料的に確認できるのは, 1377年

にリチャード二世の戴冠の際に行われた入市式と言

われている。入市式の費用は基本的に都市側が負担

し,.また各ページェントのモチーフも都市の側で考

窮された。ページェントは-カ所で一つの舞台で行

われるのではなかった.たとえばロンドンにおける

入市式の場合.王の入場の開始地点のロンドン橋か

らセント・ポール大聖堂までの市内の目抜き通りの

沿道の各所に舞台が設置され,それぞれの演劇内容

が相互に関連性を持つ-つのスト- lj -となってお

り, Eg王がセント・ボ-ルに超したところでタライ

170　儀礼と権力(合同部会)

マックスを迎える構成となっていた。また舞台が設

置される場所も.基本的にコンディットやスタン

~ダードと呼ばれる給水施設であった。もちろんこれ

らの地点は,普段から人々が集まり娠わいをみせる

場所であるが,特にチープサイド界隈は多くのカン

パニーの店舗がひしめき合う商業中心均であり,戟

市の威信を象欲する場所であったと言われている。

では次にTriumph of Honourと呼ばれる形式

の入市式についての基本的な説明から始めよう。こ

れは1501年11月13日l与スペイン王女キャサリンが,

イングランドの皇太子アーサーと結婚するためにロ

ンドンにやっ七来たおりに,ロンドン市で挙行され

た入市式のことである。したがって,これはroyal

entryといってよいものであるが,ここでは当時

Triumphという概念が意EE)的に用いられたことに.

まず注目しておきたい.すなわち,この式典は古代

0 -マの将軍の凱旋式を模したものであり,伝統的

な王の入市式(royal entry)と古代形式の融合を

意味している。ロンドン巧に始まってセント・ポ-

ルで終わる凱旋コ-スの設定自体,舌代ローマ帝国

における凱旋コース,すなわち市望外のマールスの

野から始まってカギト-リウムで終わり,最後にエ

ビテル神殿の前へ到達するコースを紡沸させる。ロ

ンドン市民は,このペ-ジ.1ントの中にカエサル以

来の祝典形式がそこに根付いていることを見て取っ

たのである.凱旋入市式の意義の一つは.そこに明

らかにルネサンスの文化的影響,すなわち非キリス

ト教的,古代的要禁を見て取ることができる点にあ

る。

1　*'.柵M　・∴正一. /I/lコ;・>;ぎ:ll

l　史料の牧村

ヰヤサリ1/と7-サ-の結婚式に関する公式な史

料は, College of Arms, MS lst M.13 (.以下M.

13略記)の中に収録されており,実物は英国紋章院

に所蔵されている.同史料は四つのバートからなり,

Parti国王評議会による婚儀の計画書(fols 1 -14),

Partll空白部分Cfolsl5-26), PartlHアーサーと

キャサリンの婚儀に関わる記述(fols27-75), Part

IVへンリセ世の娘マーガレット王女がスコットラ

ンドの王家へ嫁ぐ道中に関する記述(f°JsTC-117)



からなっている。当初これらのマニュスクリプトは

別個に存在していたが, 16世紀後半に一巻にまとめ

られフォリオナンバーが付された。その後,紋章官

の所有物として代々受け継がれ,最終的には17世紀

に英国紋章院の資料室へ保管され現在に至っている。

さて,ではM.13のPartll婚儀に関わる部分の具

体的な検討に入ることにしよう。この部分の構成に

ついてみると, Prologue (fol.27-28)とBook I-

Ⅴから構成されており, Booklがキャサリンがス

ペインを出帆してロンドンに入るまで, Bookllが

ロンドン市での凱旋入市式の記述, Booklllがセン

ト・ポールにおける婚儀の様子, BooklVはその後

に行われた馬上槍試合と宮廷内で行われた仮装祝典

の様子, BookVがアーサーの死と葬儀に関わる内

容となっている。したがって,われわれがまず注目

せねばならないのは, Bookllの記述ということに

なる　Bookllの全体的な構成とその特徴から見て

みよう。

第1にキャサリンがロンドンブリッジから出発し

て最終地点であるセント・ポールに到着するまでに,

6カ所の舞台にページェントが用意されており,.そ

れぞれにテーマが設定されていた。すなわちPlが

Saint KatharineとSt. Urslaによるキャサリン出

迎えの場, P2が地上におけるthe Castle of PO」

icyの場, P3が月の領域の場, P4が太陽の領域の

堤, P5が主の御座の場, P6が名誉の御座の場で

あった。'ここからも推察できるように,キャサリン

は行列を伴って各ページェントを厳かに進んで行き,

最終的に「名誉」によって迎えられるという樋成に

なっており,そのことが,この人市式をしてTri-

umph of Honourと称される由縁ともなっている。

もちろん入市式において挙行されるページェント自

体は,イングランドの各都市でも広く行われていた。

しかしながら, 16世紀に入るとヨーク,チェスター,

コヴェントリなどの地方都市では依然として伝統的

な聖史劇が演じられていたのに対して,ロンドン市

では凱旋形式の入市式(civic triumph)が発展し

ていくこととなる。凱旋形式の入市式の起源をたど

ると, 14世紀末のイタリアに辿り着く。この頃すで

にイタリアでは,古代ローマの凱旋式を高く評価す

る動きが展開されていた。まず,人文主義者たちが,

これに関する重要なテキストを再発見し,出版して

いった。たとえば,リウィウス『ローマ史』の第30

書はその代表的な作品となっている。その後の影響

力という点からすれば,ペトラルカの文学作品も忘

れてはなるまい。彼の『アフリカ』はスキピオ・ア

フリカヌスの凱旋式について言及しており,またそ

の後彼が著した詩の題は,そのものずばり『凱旋』

であった。このように凱旋式が人文主義者たちによ

り高く評価され普及していくと,勝利を飾った傭兵

隊長や統治者たちは,次第に自らの権威を高めるた

めに,これを積極的に利用するようになる1443年

にアルフォンソ王は,ナポリ入場に際して城壁に開

けられた穴を通って,真に古代風の荘厳な凱旋入場

を挙行した。またイタリア戦争さなかの1509年に,

フランス王ルイ12世がクレモナ入場に際して,壮麗

な凱旋門をくぐり抜けたが,この時の凱旋式の準備

にはレオナルド・ダ・ヴィンチが関わっていたとも

言われている。こうして15世紀末までには,イタリ

アにおける政治的指導者の入市式は,完全に古代

ローマ風の凱旋形式に転換した。その後この凱旋形

式の入市式は,ロンドンのみならず当時の北西ヨー

ロッパの主要都市で流行し,パリ,ブルージュ,ア

ントウェルペンなどでも確認されている。

第二に,ロンドン市内のストリートに六っのペー

ジェントが設定されたことにより,一時的にではあ

れロンドン市内全体を一つの劇場とみたて,地上界,

月,太陽,天界という大宇宙が人々の眼前に展開す

ることになった。キプリングという研究者によれば,

このように中世の幻想的な世界を視覚的に表現した

ページェントの形式は,かつてロンドン市で行われ

たページェントには見られない特徴であった(G.

Kipling, The Triumph of Honour, The. Hague,

1977)。

第3に各ページェントにおいて演じられる劇につ

いて見ると,各ページェントを物語形式で展開しな-

がら,テーマの一貫性を持たせた最初のものであっ

た。またこの演劇の主役である凱旋者(Tri-

umpher)は,もはや各ページェントの単なる受け

身の傍観者ではなかった。すなわち中世のページェ

ントに見られたように統治者が身につけるべき美徳

を単に表現する訓戒的なものではなく,凱旋者個人
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をページェントの主役に据え,彼の個人的な栄光を

讃える構成となっているのである。キャサリンは各

ページェントの主役として登場し,それらを通過し

ていくことでイングランドの王妃たるに坤応しい枢

要徳を身につけていき,最後に名誉の御座に迎え入

れられ,彼女の栄光が讃えられたのである。

2　凱旋入市式のプロセス

では,名誉の御座に至るまでの過程を順を迫って,

簡単に整理してみよう。キャサリンの凱旋入市式の

行列に加わったのは,聖界からはヨーク大司教,な

らびにヨークの司教,ヨークのDean(まかの高位聖

職者,俗界からはヨーク公,バッキンガム公,ノー

サムバーランド伯,サリー伯,エセックス伯,ケン

ト伯のはか,多くの貴族やナイト,エスクワイアな

どそうそうたるメンバーであった。まずPlでキャ

サリンら一行を出迎えたのは,天界から降臨した

St. KatharineとSt. Urslaである。そもそもスペ

イン王女キャサリン(カタリナ)の名前は,彼女の

曽祖母Katharine of Lancasterからもらったもの

であった。一方　St. Urslaは小熊座(Minor

Ursa)に住んでおり,当時のイングランドでは

British Saintとして知られ,ア-サー王は彼女の

血統を受け継ぐ王とされていた。したがって,ここ

ではまず,キャサリンとイングランドが血縁的に二

重の結びつきを持っ点が暗示されている　St. Urs-

laは将来キャサリンが第二のUrslaとなることを

予示して, the Castle of Policyへ向かうように

勧める。 P2ではキャサリンはスペインの星,へス

ペルス(Hesperus,宵の明星)の月明かりに導か

れてthe Castle of Policyに達した。そしてへス

ペルスの放っ神々しい光の神秘的力によって城門が

開かれた。驚いて出てきたPolicyは,キャサ.リン

を見てCommonwealを,治めるのに必要なVirtue

とNoblesseの片鱗を認め,城の中にいるVirtue

とNoblesseゐもとへ導いた。そこでキャサリンは,

NoblesseとVirtueの導きなしにはHonourに到

達することはできないことを告げられる。 P3では

天使ラファエロ,カスティーリアの賢王にして天文

学者のアルフォンソ王,予言者ヨプ,哲学者ポェチ

ウスがそれぞれ,キャサリンに語りかけた。 P4は
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太陽の領域であり,このページェントの正面に大き

なホイールが設置され,その中に3人の騎士姿の男

が入ってこのホイールを回していた。そのホイ-ル

の中央にア-サ-を乗せたシャリオット(四つの星

-四輪の凱旋戦車)が取り付けられていた。イング

ランドでは古くから大熊座(Ursa Major)はアー

クトゥルス(Arcturus)と同一視されており,主

星の北斗七星はArthur's Wainと呼ばれていた。

もちろんア-サ-王は,皇太子ア-サーと同一視さ

れており,彼はアークトゥルスを自らの星座としな

がら,四つの星からなる車輪と三つの星からなる馬

から構成される黄金のシャリオットに乗って太陽の

領域を馬区けめぐっていたのである。宵の明星(Hes-

perus)であるキャサリンは太陽の領域に入ると輝

きを失っていくが,アーサーと避退したことで息を

吹き返し,ア-サーとともにHonourの御座を目

指して天空をかけ上っていくことになる。 P5では,

中央に多くの黄金の蝋燭に医はれた御座があり,そ

こにいとも荘厳な神が座していた。これらの蝋燭は

カトリック教会を象徴しており,信細・賢明・教

義・恩寵の光で神の顔を照らし出していた。神は

キャサリンを自分に似せて創造したこと,またわが

教会で結婚し,いずれ彼女の高貴なる子供たちが王

国を統治することになろうことを告げ,彼女を祝福

する。そして美徳を修得した報償として, Honour

の御座に進むように告げられる。そして最終場面の

P6に入っていく。舞台の側面にはペアの大きな階

段が設置されており,階段を昇った所に七っの徳

(キリスト教の神学的徳Faith, Hope, Charityと

ギリシア哲学の四元徳Justice, Prudence, Tern-

perence, Fortitude)が立っていた。さらに彼ら一の

上部に三つの席が用意されていた。中央の席には

Honourがすでに座しており,彼の横の二つの席を

見ると,クッシ云ンの上に王杓と金の王冠が置かれ

ていた。もちろんこれらの席はキャサリンとア⊥

サーのために用意されたものであった　Honourは

キャサリンに対しておよそ次のように語りかける。

あらゆる人々がHonourの座を求めてやってくる

が,多くの場合,徒労に終わってしまう。なぜなら,

その道中の各段階に住まう美徳を身につけることな

くして,名誉の玉座までたどり着くことはできない



からである。その上で,秀でた花婿を伴う高貴なる

王女,汝はわれら(Virtue and Honour)と共に,

ここで統治し王国に永久の繁栄をもたらすことにな

るであろう。ここにある玉座と王冠は, Noblesse

とVirtueを修得した汝らに対する報償として用意

されたものであると告げる。こうしてすべてのペー

ジェントを通過したキャサリンはセント・ポールの

the Church Yardの中に入り,そこで婚儀が厳か

に執り行われたのである。

HI The Triumph of Honourの

四つの構成要素とその意味

凱旋入市式は内容的にみると,およそ以下のよう

に概念化することも可能であろう。アーサーとキャ

サリンの結婚,それに伴うイングランドとスペイン

の政治的同盟関係という歴史的事実を横軸とすれば,

縦軸として少なくとも四つのアレゴリカルな要素

Triumph, Astronomy, Scripture, Honourがそ

れらの事実を網の目状に覆う形で成立していたO

まず第1のTriumphの要素についてであるが,

当時のロンドン市民は,こうした形式の凱旋がカエ

サルの時代まで遡る古代ローマ帝国における祝祭形

式であるということをはっきりと認識していたとい

うことである。たとえば, 15世紀半ばの人文主義者

リリイ(W.Lilly)紘,へン.)五世がアジャンクー

ルでの大勝利をひっさげてロンドン市へ凱旋入場し

た模様を,ポンペイウスやスキピオのそれに例えて

いることが,そのよい例である。しかし,古代ロ-

マの凱旋式が単に再現されたわけではなく,中世キ

リスト教的ないしはルネサンス的な要素が,そこに

組み込まれていた点にも注意しておきたい。中世後

期イングランドにおいて,古代ローマの凱旋式を

テーマとした道徳的あるいはアレゴリカルな書物の

多くは,ペトラルカの詩『凱旋(Trionfi)』をモデ

ルにしていたと言われている。そこに共通する認識

とは,凱旋者はアレゴリカルないくつかのステージ

を進んでいくわけであるが,その際に,用意された

美徳(主に七枢要徳)を修得した上で,次のステー

ジへと進んでいく形式をとっていることである。

第2の天文学的な要素について見ると,皇太子

ァーサーが大熊座のア-クトゥルスに喰えられ,彼

は主星である北斗七星という黄金の戦車に乗って太

陽の領域を駆けめぐっていた。キャサリンは小熊座

のへスペルスに喰えられている。またア-サ-と

キャサリンは,それぞれアークトゥルスとへスペル

スを天空における住居としていると考えられていたo

このように人間の魂が,それぞれ特定の星を住居と

しているという考え方は,遠くプラトンの著した

『ティマイオス』まで遡ることができる。またアー

サー王伝説においては,アーサーは死後,西方楽土

のAlvanに搬送されたことになっているが, 15世

紀後半以降になると, John Lydgateが著したFall

of Princes (1430-8)にも見られるように,彼は

ァークトゥルスヘと昇天していったと読み替えられ

るようになり,ケルト的なものからよりキリスト教

的な理解がなされるようになっていた。もちろん皇

太子アーサーは,アーサー王がアークトゥルスから

地上界へと降臨し再来したものと考えられた。また

見逃してはならないことは,キャサリンとアーサー

の関係が対等な関係ではなかったということであるo

すなわち,ヘスペルスは太陽の光の下で,その輝き

を失っていく運命にあるのであり,アークトゥルス

(アーサー)の援助なくしては,名誉の御座まで到

達することはできなかった。つまりこのページェン

トはキャサリンを主役に据えながらも,実のところ,

この結婚があくまでもア-サーが主であり,キャサ

リンが従であるということに慎重な配慮がなされて

いたのである。

第3のキリスト教に関わるアレゴリ-には,教父

学やスコラ哲学のテキストからの引用が見られるo

たとえばアーサー(-アークトゥルス)の七つの星

の解釈にヨ-ネの黙示録やグレゴリウス一世の著し

たMoraliaの解釈が用いられていることで研究者

の意見が一致している。キャサリンは第2ページェ

ントでアークトゥルスの七っの星が,七主徳を象徴

していることを知る。また月の領域においてヨプは

それらが, the Holy Spiritの七つの賜物を象徴す

ることを示した。さらにヨハネの黙示録では,七つ

の星がthe seven-branched candlestickで象徴

されるアジアの七つの教会を見守っていたが,第5

ペ-ジェントにおける主の御座の前で,アーサーの

七っの星はseven-branched candlestickとして
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the Church Universalを守護していた。こうして

アーサ-は教会の守護者にして完全なるキリスト教

騎士となるのであった。

L第4の要素はこの凱旋入市式の主題であるthe

Honourに関するものであり,その解釈については

キプリングの解釈が注目に値する。確かに国王が戦

いに勝利し凱旋した際に,ページェントのモチ-フ

として「名誉」が用いられたのはこの時が初めてで

はない。しかしながら,キャサリンの場合に用いら

れた「名誉」は次の点でルネサンスの新たな意味合

いを吹き込まれていた。すなわち,これまでの凱旋

入市式では,都市側が統治者として必要な美徳を提

示することに重きが置かれていたが,ここではさら

に一歩踏み込んで,キャサリンという個人をペー

ジェントの主役に据え,美徳を身につけ名誉の御座

に座した彼女の栄光を讃えている点である。このよ

うに特定の個人の栄光を讃える形式は, 16世紀後半

のイギリ`ス・ルネサンス期に盛んに用いられるよう

になる凱旋や名誉の概念を予見させるものでもあっ

た。彼はこのテーマの基となったのが,当時ブル

ゴーニュ宮廷で最も著名な作家ジャン・モリネット

の著した『名誉の御座(Le Trosne d'honneur)』

であったと考える。これは1467年に亡くなったフィ

リップ善良公の死を悼む哀歌であった。フィリップ

は死後,名誉の玉座に向かって昇天していく。その

間に九っの領域が設定されており,それぞれに

PHILIPPVSの一字が割り当てられていた。さらに

そこには九つの美徳と騎士の美徳が立っていた。彼

の旅路の最終地点には名誉が御座に座しており,そ

の両脇には二つの黄金のシャーリオットが用意されて

いた。一つはフィリップ,もう一つは彼の息子シャ

ルル勇胆公のものであった。その過程でフィリップ

は騎士道の完望なる模範者たるアーサー五　ならび

にCharles His Waine (北斗七星)として正義の

領域(Dame Justice)を統治していたシャルル

マ-ニュに避追したのである。キャサリンの凱旋入

市式における皇太子アーサーの役柄の設定も,フィ

リップがアーサ-とシャルルマ-ニュに遭遇するこ

の場面に大きく依存していた。すなわちアーサーは

北斗七星からなるシャリオットで天空を疾駆するこ

とで,キリスト教的騎士と正義の両方の資質を兼ね
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備えることになったのである。

王の儀礼としての凱旋入市式のその後の経緯であ

るが,宗教改革の洗礼を受けて以降も,それは衰退

するどころか,ますます発展していった。 16世紀後

半のエリザベスの治世ともなると,古代ローマ風の

凱旋門やシャリオットが本格的に用いられるように

なり,凱旋入市式が,より厳格に古代の形式に即し

て行われるようになったのである。また16世紀後半

以降に「ロンドン市長の入市式(Lord Mayor's

Show)」が盛大に執り行われるようになるが,こ

の時にも同様の凱旋式が用いられるようになったこ

とも注目に値しよう。また「名誉」の概念も,当代

のイギリスの著名な作家たちW.シェイクスピア,

T・デッカ-, B.ジョンソン, T.ミドルトンらが好

んで用いたテーマでもあったのである。

おわりに

では最後に今回扱ったキャサリンの凱旋入市式の

意義について,共通テーマである儀礼と権力という

観点からいくつか考えてみよう。

すでに述べたように王の入市式におけるページェ

ントの中に,都市側から王へのメッセージないしは

彼らなりの王権のイメージが示されていたと考えて

よいO名誉の凱旋のページェント全体を通じての共

通テーマは「七っの枢要徳に基づく名誉の獲得」で

あり,これこそ王が国家を統治する際に身につける

べき資質であるということが強調されていた。また

七っの徳,七っの教会,七っの蝋燭,北斗七星と数

字の七が重要な意味を持って登場することも興味深

いo　このようにモラルの獲得を国王たるに重要な資

質とする考え方自体は,すでにへンリ六世のペー

ジェントの中にも現れてくる。その意味でこの凱旋

入市式の中に中世以来の伝統的要素を読みとること

も可能である。しかしながら,新たにルネサンス的

要素がその中に加わっていることが,より注目に値

する。たとえば古代ローマの凱旋式が用いられたこ

とは,これまでのキリスト教的要素と新たな古代

ローマ的要素の融合を示すものであった。あるいは

アーサーに焦点をあてれば,キリスト教的騎士と古

代ローマの凱旋将軍の融合とも言えるであろう。さ

らに,ページェントと国王の関係について見ても,



従来のように単なる観客ではなく.キャサリンと

アーサ-をページJLントの主役に据え,彼らの個人

的栄光を討える形式に大きく変化した点などにもよ

く示されている。

では,こうした凱旋形式の入市式を,少なくとも

当時の知故人層が,カェサルの時代から始められた

古代ローマ膏図における祝祭形式であるということ

をはっきり_と認践していj=とするならば.彼らはさ

らに踏み込んでテ.1 -ダー王朝の話王を皇帝とみな

していたのかという問題がにわかに生じてくる.確

かにへンリ八世治世に制定された宗教改革に関する

制定法の桒文の中にも, EmpiieやImperialと

いった吉己述が認められる。たとえば1534年に制定さ

れた有名な「匡】王至上法」においても,我が主権者

たる王は, Anglicana Ecclesiaと呼ばれるイング

ランド教会の地上における唯一の至上の長であり,

また王国のImperial crownを備えているとい-,た

記述が見られるのである。また1522年6月に神聖

ローマ斉国の皇帝カール五世がロンドン市に入場し

・こ　　　　　　　　　　　　-・　・ ----　~ .I*　*

た役者がヘンリとカールのそれぞれに剣とimpe-

rial crownを献呈している。ヘンリはこの時, Tu-

dor impenumがアーサー王を通じてコンスタンテ

イヌス帝に由来するものであることを盛んに強調し,

カールをわざわざウィンチェスタ-城まで連れ出し

てアーサ-が即、たとされるRound Tableを見せ

るという熟の入れようであった.ただし,ここで用

いられているImperialのより正確な意味について

は.慎重に考えてみる必要がある。たとえば, 1559

年にジ.>エル主教は英国国教会を公式に弁鼓して次

のような興味深い議論を行っている。かつては皇帝

が教会の会議を招集したものであるが,これは「い

まやすべてのEg王に普遍的な権利となった.それは

国王がImpireのどの地方もまったく自分の所領と

しているからなのだ」と.つまりこの時期のImpe-

rialとはあくまでも主権国家という領域をでるもの

ではなく.国王はあくまでも「王国内の皇帝」で

3b^fz。 'J>U< th, Hfci*Sア巨悪∃卓の那賀

言したものせはさらさらなかったのである.

最後に考えてみたいことは,テユーダー王朝を絶

対王政と呼べるのかという問題である.この問題は,

何をもって絶対的と規定するのかに関わる銑仮に

それが何者からも制約を受けない絶対的な権力を登

得し行使しえたという意味なら.テユーダ-王朝の

韓王にはあてはまらない。確かに主権は国王並びに

王族に属し継承されたことは事実だが.一方でイン

グランドでは早くも15世紀にJ.フオーチスキュ-

を通じて王政と共和政を併せ持つ混合政体論が現れ,

それはイングランドの政治社会の中でずっと共有さ

れてきた政治理念であった。またかつて「テユー

ダ-行政革命」と評されたように,中央行政機構の

拡充は見られたものの.地方統治は依銀として在地

の貴族・ジェント')に依存せざる香えない状況に

あった。このようにテユーダー王朝の権力購道の分

析は,国王がいかに絶対的な権力を獲得したかでは

なく,王国内の様々な社団的団体といかなる政治

的・社会的関係を取り結びながら政治的安定を維持

しえたのか,そのメカニズムの解明に向かっている

といってよい.しかしながら,王権の至上性,絶対

性を王の権威という観点から見直すならば.チ.1-

ダー王朝時代にそれは著しく高まり.政治的統合の

象徴的機能を果たすようになったといえる。本稿で

も明らかにしたように.国王は様々な儀礼を通じて,

アーサー王やシャルルマーエA,さらには古代ロー

マの皇帝との血縁関係を強調しながら自らの王権の

正統性を誇示し,またアンダリカニズムという独特

のキ1)スト教との連携を保ちながら,自らの聖像

換地蛙を高めていったのである。この時期にルネサ

ンスの諸芸術が,入市式を初めとする儀礼の中に積

極的に取り込まれていったことで,王権の審美性や

荘厳さは一層増すこととなり,人々はそこに様々な

レヴェルで王権の至上性.絶対性を感じ取ったので

ある。もちろんこうした王の権威も,政治社会の安

定を維持し.政治杜会内部において確実な合意を取

り付けて初めて成立するものであることは言うまで

もない。いずれにしても,この時期にあえて絶対王

政という概念を用いるとすれば,以上の点を了承し

た上で用いる嶋童な配慮が必要であろうと思われる。

(付富己)編集部の方針により,本稿では鼓を付さ

ないことにした。このテユーダー王朝時代の凱旋入

市式の問題は,別橋にてあらためて論ずる予定であ

iSBM*'、-. 1iこt'i'5*つと遇IL LギFt、 lIf



ることを付記しておく。

合同部会討論要旨

-質問は個々の報告に関する基本的な質問と,全体

に関する問題の討議の二通りが行われた。

前者においては,先ず神山明久氏(?)が工藤報

告に対して3点の質問を行った。質問の第1は,中

国人研究者陳偉氏が,楚筒に現れる占いを歳首(午

頭)に行う「歳貞」と病気の要Egを問う「疾病貞」

に分類し,工藤氏もそれに従っていることについて,

後には両者の解釈法が分かれて明確に別物になるが,

当時もこうした分類は認識されていたのかという点

である。また第2の質問は,後の時代になると「三

占すれば告げず」という格言に示されるように,同

じ件について占いを繰り返すと効果がなくなるとさ

れたが,楚簡では貞人(占い師)が集団で,しかも

繰り返し占っていることが示されていることから,

戦国時代の楚ではそのように考えられていなかった

のではないか,またなぜ貞人はグループ制をとって

いたのか,という点である。そして第3には,貴族

の占いであったト笠と士階級の占いであった自書の

性格的な違いは何か,という点であった。これに対

して工藤氏は第1の質問と第2の質問を一括して,

楚簡に現れる一つ一つの文言はすべて墓主の病気の

問題であるが,陳氏が内容に即して目的別に分類・

体系化した結果, 「歳貞」と「疾病貞」という二つ

の分類が生じたのであり,これはあくまで方法論的

な分類である,それに対して後の「易経」で占いの

方法を分ける基準,すなわち道具の点からも,数字

の点からも,楚簡に現れる占いでは両者が組み合わ

されており,後の経学の世界とは全く異なっている,

と答えた。さらに第3の質問に対しては,卜韮祭梼

簡の時代の卜墓が,貴族(封君,世族)だけの行う

特権的儀礼であったのに対し,呉起変法の前後から

漸次貞人のマニュアルである自書に移っていく,と

答えた。

次に倉橋良伸氏が中西報告に対して,ユリアヌス
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の宗教儀礼の中心となったアンティオキアが持って

いた意味は何であり,ユリアヌスがなぜアンティオ

キアにいたのか,という点を質問した。これに対し

て中西氏は,先ず政治的な点として,アンティオキ

アが対ベルシアの軍事基地であり,臨時の宮廷がし

ばしば置かれていた点を指摘した。そしてそのうえ

で同地が,ヘレニズム的伝統を持ち, (正統と認め

られていなかった)キリスト教アリウス派の拠点で

もあり,アンティオキア学派と呼ばれる独自の一派

を形成していたこと,さらにユダヤ教の拠点も存在

しており,多宗教の混在する都市であって,アタナ

シウス派の優勢なアレクサンドリアなどと比べて,

ユリアヌスの宗教政策に通した環境であったと答え

た。さらに倉橋氏は,そもそも当時首都はコンスタ

ンティノープルに定まっておらず,宮廷が移動して,

その移動したところが首都的な機能を有していたこ

とを指摘したうえせ,ユリアヌスがアンティオキア

を中心とすることに積極的な意味を見出していたの

ではないか,と問いただしたのに対し,中西氏は,

ユリアヌスは一定の場所を志向しせいたわけではな

く,常に伝統の再解釈に有利な場所を求めていたの

であって,現に自らの宗教政策に対するアンティオ

キア市民の反発に失望して,ラウエケイアへ遷都の

意向を表明したこともあると述べた。

次に渡過浩氏が井内報告に対して質問に立ち,報

告の例となった皇太子アーサーの弟へンリ八世と,

アーサーと結婚したアラゴンのキャサリンとが再婚

した時の儀礼はどうであったのか,また1534年の国

教会成立以降,エリザベス一世に至るまで揺れ続け

たイングランドの宗教政策との関係において,この

人市式がどのように位置づけられるのかを質問した。

これに対して井内氏は,へンリとキャサリンの結婚

はカトリックの教義上問題であったうえ,後の宗教

改革の事情もあって,両者の結婚儀礼に関する史料

は少なく,実態がよく分からないこと,また本来カ

トリック的な要素が強かったにもかかわらず,国教

会の成立以降も凱旋入市式は,エリザベスの宗教的

中庸政策に基づいてむしろますます盛んに行われて

いくが,その儀礼の内容を詳しく調査すると,カト

リック的な要素は取り除かれていくと答えた。さら

に渡遠氏は,井内報告で明らかにされた入市式儀礼
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